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　平成21年10月から、住民税（町・道民税）の公的年金からの特別徴収（年金天
引き）が始まります。この制度は一定の条件に該当する方について、個人住民
税の納付方法を変更するものです。新たな税負担が生じることはありません。

　公的年金にかかる個人住民税が課税となる方で、
４月１日現在において、国民年金法に基づく老齢基
礎年金などの支払いを受けている65歳以上の方

　１．毎年４月１日現在で年齢が65歳以上の公的年金受給者
　２．老齢基礎年金等の給付額の年額が18万円以上で介護保険が年金
　　から天引きされている方
　３．老齢基礎年金等から、所得税及び社会保険料（介護保険料、国民
　　健康保険料、後期高齢者医療保険料）を天引きした後の額が住民
　　税の天引き額より多い

《天引き対象となった年度》

特別徴収（年金天引き）普通徴収（今までどおり）

2月12月10月8月（第2期）6月（第1期）

10,000円10,000円10,000円15,000円15,000円

残りの2分の1を3回に分けて年金天引き60,000円の2分の1を2回で納入

特別徴収（本徴収）特別徴収（仮徴収）

2月12月10月8月6月4月

8,000円8,000円8,000円10,000円10,000円10,000円
年税額54,000円から仮徴収額30,000円を差
し引いた額24,000円を10月、12月、２月の３
回に分けて年金天引き

前年度の２月に特別徴収された額と同額を
４月、６月、８月の３回で年金天引き
＊税額決定が６月のため仮徴収となります

《天引き対象となった翌年度から》２年目以降

■年金以外の所得がある場合は・・・
　　年金以外の給与や不動産所得等がある場合は、年金以外の所
　得分のみが普通徴収か特別徴収（給与天引き）となります。

【納付方法】 例：天引き対象となった年度の税額が60,000円、翌年度の税額が54,000円
　  となった場合

【お問い合わせ】
　役場税務住民課課税収納グループまで
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〈今金町自衛官募集相談員〉

 ・ 小西　脩(字寒昇) �82－2727
 ・ 北村茂義(大和町) �82－2268
 ・ 花井一信(八幡町) �82－0419
 ・ 油家正人(字鈴岡) �82－2357
 ・ 垣本　潔(字八束) �82－1972

※任期は平成23年３月31日まで
▲写真前列左から、小西相談員、北村
相談員、花井相談員、油家相談員。
※垣本相談員は都合により欠席。


